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1．はじめに
　大学 ICT 推進協議会（AXIES）オープンソース技術
部会は，オープンソースソフトウェア（Open Source 
Software：OSS）の活用を基軸として，標準化に関す
る情報収集，利活用に必要な技術やノウハウの提供を目
指し，AXIES が発足した 2011 年から活動している．
　OSS とは，ソースコードが公開され，誰でも自由に
閲覧・使用・改変・再配布できるソフトウェアのことで
ある．厳密な OSS は，オープンソースイニシアチブ

（Open Source Initiative：OSI）によって定義された
The Open Source Definition［1］の 10 の基準に基づ
いており，自由な再配布，ソースコードへのアクセス，
派生物作成の許可，個人やグループに対する差別の禁
止，技術的中立性などの条件を満たす必要がある．その
ため，OSS は単にコードが公開されているだけでな
く，利用者に対して特定の権利と自由を保証するライセ
ンスの下で提供されていることとなる．このオープン性
によって，世界中の開発者が協力して品質向上やイノ
ベーションを推進する協調的な開発モデルが実現されて
いる．
　OSS は高等教育・学術研究機関のみならず，情報化
社会の様々な場面において広く利用されている．本部会
は OSS をキーとして，以下のような活動目標を掲げて
いる．
　●　教育学習支援に関わる OSS についての情報共有
　●　OSS の利活用に関するユーザコミュニティの形成
　●　関連団体との連携の推進
　イベント企画等を通して対外的な情報発信を進めると
共に，コミュニティの形成を目指している．本稿では，
最近の部会活動と今後の展開について報告する．

2．�教育学習支援に関わるOSSについて
の情報共有

　本部会の中心となる活動として，教育学習支援に関わ
る OSS についての情報共有が挙げられる．中でも，設
立当初から本部会で広く議論されてきた話題が学習管理
シ ス テ ム（Learning Management System：LMS）
の運用である．LMS は授業資料（各種ファイル）の配
付や課題の回収，自動採点式のクイズによる即時フィー
ドバック，掲示板によるコミュニケーション，など授業
や学習を支援するための様々な機能が実装されているシ
ステムである．国内外でさまざまな種類の LMS が開発
されているが，本部会ではオープンソースの LMS であ
る Moodle と Sakai を主として取り上げ，それぞれの
サブグループを中心に情報共有や議論を進めてきた．
　Moodle は，オーストラリアの Martin Dougiamas
によって開発が始められ，2002 年に最初のバージョン
がリリースされたオープンソースの LMS である．個人
の学びや知識は対話や相互作用を通じて社会的に構成さ
れるという社会構成主義の教育理論に基づいて設計され
ているため，学習者同士の協働学習やコミュニケーショ
ンを重視した機能が特徴である．世界中で広く利用され
ており，日本国内でも国立大学を中心に広く導入されて
いる［2］．PHP で開発されており，またプラグインによ
る機能拡張が容易であることから，各機関のニーズに合
わせたカスタマイズが可能な点も大きな利点となってい
る．
　Sakai は，米国の複数の大学（ミシガン大学，イン
ディアナ大学，MIT，スタンフォード大学など）が共
同で開発を開始し，2005 年に最初のバージョンがリ
リースされたオープンソースの LMS である．現在は
Apereo Foundation が支援する主要プロジェクトの一
つとして開発が継続されている．高等教育機関における
教育・研究活動を支援することを主眼に置いており，日
本国内でも大規模な総合大学での導入事例がある．
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Java で開発されており堅固でありつつも，ツール群を
モジュール形式で組み合わせて利用できる柔軟な設計と
なっており，各機関の運用方針に応じたカスタマイズが
可能である．
　コロナ禍以前，各大学ではどのようにして LMS を利
用してもらうかが大きな関心事であった．しかし，コロ
ナ禍を機にオンライン教育が広まったことで，LMS は
教育における「なくてはならない」基幹システムとなっ
た．ICT 利活用調査部会の調査研究［2］では，2023 年
度時点で 4 年制大学や高等専門学校では約 9 割，短期
大学では約 7 割で LMS が全学導入されているとの結果
が示されている．利用状況についても，コロナ禍収束後
は利用科目の割合が低下しつつあるものの，コロナ禍以
前に比べると高い割合で利用されている実情が報告され
ている．各機関における管理者・運用担当者に求められ
る方策も，単純な利用促進ではなく，安定稼働や効果的
な活用方法の普及といった内容にシフトしつつあると考
えられる．
　このような近年の LMS を取り巻く状況を踏まえ，
AXIES 2024 年度年次大会（AXIES2024）においてセッ
ション「持続可能な LMS の運用を考える」を企画した．
このセッションでは OSS・パッケージ製品・SaaS それ
ぞれの LMS について，導入校の管理者・運用担当者か
ら事例をご紹介いただいた上で，その効果や運用コスト
などを議論した．特に OSS の観点でメリットとなりや
すい運用コストやベンダーロックインの回避などが教育
機関にとって本当にメリットなのか，といった踏み込ん
だ話題も取り上げた．OSS に限らなくても，各機関に
おけるシステム運用の難しさや，事例共有の必要性を再
確認するよい場となった．
　また，教育学習支援に関わる OSS の情報共有の場と
して，不定期に開催しているアンカンファレンス「OSS 

Café」がある．OSS Café は参加者全員が OSS に関す
る話題を持ち寄り，互いの取り組みや課題などを共有・
議論する場としている．活発な議論のために教育学習支
援に関わる研究者・実務者が参加しやすいよう，教育学
習支援に関するテーマを扱っている情報処理学会教育学
習支援情報システム（CLE）研究会の研究発表会と連
続した開催日を設定し，2023 年 5 月は東京，2025 年
3 月は前橋で開催した．OSS の LMS に関する話題のほ
か，2025 年 3 月の OSS Café 2025 では，学認クラウ
ドオンデマンド構築サービス（OCS）と JupyterHub
の教育利用をテーマとしたセッションを行うなど，幅広
い話題について議論できる場として開催している．この
ような交流の場として，OSS Café は今後も継続して開
催する予定である．

3．�OSSの利活用に関するユーザコミュニ
ティの形成

　高等教育機関や学術研究機関において OSS を導入す
る理由はさまざまである．一例として，ライセンス料が
かからない，業者から提案された，学内に詳しいメン
バーがいる，などの理由が挙げられる．一方で，本部会
が 2023 年に AXIES 会員向けに実施した OSS の利活
用に関するアンケートでは，「活用したいが，サポート
や管理が心配」との意見が多く寄せられた．OSS の多
くは開発元によるサポートプランなどが提供されておら
ず，運用者が開発コミュニティから情報を得ながら個別
に運用する必要がある．一方で，各機関において OSS
の運用に携わる現場のメンバーは限られており，導入し
ている OSS の管理・運用に関する最新情報やノウハウ
を収集・蓄積するには限界がある．そのため，教育機関
を横断した協力体制の構築が必要不可欠である．同時図1　AXIES2024 における企画セッションの様子

図2　OSS Café 2025 の様子
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に，OSS の導入・運用支援を専門とする企業にも参画
いただくことが望ましく，このような教育機関と企業が
連携して取り組むコミュニティ構築は，機関（正会員）
と企業・団体（賛助会員）からなる AXIES の特徴とも
相性がよい．利活用が盛んな OSS に特化したユーザコ
ミュニティは存在するが，特定のプロダクトに限らない
ユーザコミュニティは多くないため，「高等教育・学術
研究で利用される OSS」というカテゴリでのコミュニ
ティには一定の需要があると考えられる．
　この状況を踏まえ，部会の今後の活動方針を考える目
的も兼ねて AXIES 2025 年度年次大会（AXIES2025）
では「オープンソースを安心して利用するために」と題
した企画セッションを開催した．アプリケーションソフ
トウェアからインフラ基盤まで，高等教育機関における
さまざまな環境・システム等の整備において OSS を活
用している企業より事例をご紹介いただき，OSS を導
入・運用する際のメリットや留意点について議論した．
機関において OSS を運用する際には外部の専門企業の
力を借りることも必要であり，そのためにも本部会が中
心となり情報や事例を共有する，あるいは機関と企業を
つなぐコミュニティを構築することは意義深い取り組み
になることが確認できた．
　また，これまで本部会の運営は高等教育機関に所属す
る教職員が中心であったが，コミュニティ形成の促進の
ためさまざまな立場の方にも運営委員として参画してい
ただける体制へと転換すべく準備を進めている．

4．関連団体との連携の推進
　本部会が中心となるコミュニティの形成と同時に，本
部会が取り上げる教育学習支援における OSS の活用に
関連する団体との連携も進めている．OSS の LMS であ

る Sakai を開発する Apereo Foundation とは，2020
年に協力関係に関する覚書（MOU）を締結している［3］．
MOU では，それぞれのコミュニティに対して具体的な
結果をもたらす現実的なコラボレーションや，運営・戦
略に関するそれぞれの立場の理解，高等教育機関・学術
研究機関におけるオープンソースソフトウェアの戦略的
な位置づけの理解などを目指し，組織間で連携して情報
交換を促進することとしている．これまでは年次大会に
おける企画セッションを通じたコラボレーションが中心
であったが，今後は国内機関における OSS の利用状況
調査などを行い，海外との比較や情報交換などを促進し
たいと考えている．
　このほか，教育システム情報学会（JSiSE）のプレカ
ンファレンスセッションにおける企画の実施や，大学 e
ラーニング協議会（UeLA）と連携したハンズオンの開
催など，関連する団体と連携した企画も積極的に開催し
ている．今後も，AXIES としての特徴を活かしつつ，
関連団体との連携・交流を進めたいと考える．

5．おわりに
　本稿では，OSS 部会の活動目標に沿って，最近の活
動を報告すると共に，今後の展開を述べた．高等教育・
学術研究機関において利用される OSS は様々であり，
LMS のようにユーザが直接的に利用するアプリケー
ションソフトウェア以外にも，OS や各種ミドルウェ
ア，あるいはさまざまなソフトウェアで用いられるライ
ブラリなども OSS であることがある．特定の OSS だ
けではなく，機関において利用される OSS を網羅的に
カバーし，導入や運用に関する情報を共有し，機関と企
業をつなぎ，更には OSS コミュニティへの還元・社会
貢献も見据えられるようなユーザコミュニティを構築す
ることが OSS 部会の大きなミッションであると考える．
　本部会では，情報発信や会員の交流をめざしてコミュ
ニティ形成を進めている．本部会の活動に興味を持って
いただけた方は，ぜひ部会ウェブサイト［4］よりメーリ
ングリストに登録いただきたい．
� 2026 年 1 月 22 日
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図3　AXIES2025 における企画セッションの様子
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